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9月12日…砂場で砂山を作る事を子どもたちにて提案をし、シャベルやスコップで砂山を作るが、
　　　　　　　途中で飽きてしまった。
9月30日…「もっと高くしよう」とシャベルやスコップで砂山を作る。「トントンする」とシャベルの裏側や
　　　　　　　手で固め始めた。「水をかけてみよう」「もっと固まるよ」と言う声に対して、バケツで水を
　　　　　　　汲みにいく子がいた。固まってくると、「トンネル掘ろう」と言う子がいた。シャベル、手、
　　　　　　　スコップを探し、トンネルを掘り始めた。急に、園庭の砂を砂山の頂上にかける子がて、
　　　　　　　「見て～。富士山だよ」と言い始めた。再びトンネルを掘り始め、トンネルがつながった。
　　　　　　　「つながった～」と喜んでいた。反対側から保育者が手を出すと笑っている子、喜んでいる
　　　　　　　子がいた。手を抜き再び手を入れようとしたところで山が崩れてしまった。
　　　　　　　「あー。くずれちゃった～」と残念がる子がいる横で「もう一回作ったらいいじゃん」と、
　　　　　　　再度作る事を提案する子もいた。今回は、ここで時間となり終了した。
10月6日…戸外遊びの中で数名、砂遊びを楽しんだ。自分たちで色々と考えました。
10月28日…戸外遊びで、「トンネル作ろう」と言う子どもと一緒に山を作りトンネルを掘りました。
　　　　　　　　「山を作るのにこれ使える？」とスプーンをもってくる子、「もう、このくらいでいいなぁ？」と、
　　　　　　　　山をもて言っていた。「なでなでしてるから」とシャベルで山をならしている子、
　　　　　　　「ここ掘ったらトンネルできるかなぁ？」と掘り始める子、いろいろな子がいました。
11月6日…　「みんな、手伝って～」と友だちを呼んでいた。その声を聞いて集まってきました。さて、
　　　　　　　今日は何を作る？
11月10日…戸外遊びの最中、「ここにお山作ろう～」とみんなが集まってきて、山を作り始めました。
　　　　　　　「トンネル作ろう～」と、子ども達だけであきらめずトンネルを掘り続けました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～2ページへ～

　初めのうちは、一人ひとりが違った遊びをしていて他の友だ
ちが何を作っているか、興味を示さなかったり、途中で飽きて
しまい違う遊びへと移って行ってしまった。しかし、半年が過ぎ
ようとする頃から、友だちを意識する・友だちに関心を持つ事
ができるようになってから、人と関わる・一緒に作る大切さを
知り楽しめるようになった。
　砂山を一つ作るところでも、どのようにしたら固まるのかを
それぞれの子が考え、手だけでなくシャベルやスコップなどの
裏を使って固める子、水をかけたらとアイディアを出してくれ
ていた。富士山を見たことがある子が、急に白い砂をかけて
みたり、その発想は、思いもよらない物だった。「富士山」と
言っていたこに、何で白い砂をかけるんだろうと思い、「なんで
かけるの」と声をかけそうになったが、その子なりの考えがあ
るのだろうからと、質問の仕方を変えるようにした。「富士山」
と言われた時には、「なるほどね。富士さんね」と関心させら
れた。自分たちの力で砂山を作ることをリベンジしトンネルが
開通した時には、とても喜んでいたので、出来上がった物を
見て「頑張ったね」、「トンネルもつながったね」と褒めていっ
た。そこで、砂山作り・トンネル掘りは満足をしてしまってい
た。砂山は作っていなかったが、みんなで協力することの達
成感を味わうことができました。

砂

砂で遊ぶことの楽しさを知り、遊びを発展していく

活動中の子どもの姿（声）・子ども同士や保育者との関わり 振り返り

活動スケジュール

9月12日　砂山作り
9月30日　砂山作り

10月 6日　砂遊び

10月28日　砂山作り

11月 6日　みんなで砂遊び
11月10日　トンネル開通
12月22日　砂遊び
 2月　6日　砂の感触を味わう
 2月10日　レンガのお家？
 2月12日　砂遊び

活動の内容

・みんなで砂山を作るが、途中で飽きてしまった。
・午後のおやつ後、園庭に出てみんなで砂山をつくる。
トンネルも掘ったがくっずれてしまった。
・自由遊びの時、砂遊びの好きな子が集まり、色々なも
のを自分たちで考え砂遊びをする
・自由遊びの際、砂遊びの好きな子が集まり、砂山をつ
くり、トンネルを掘る
・砂場で協力しながら遊んでいた。
・トンネル開通のリベンジをし、つながった。
・砂場の玩具（容器を使って）遊ぶ
・園庭の砂・シルキーサンド・白砂の感触を味わった。
・園庭の砂を四角い容器煮入れ固め積み上げた。
・園庭遊びの際、みんなで砂を集めたり、ケーキを作っ

とうきょう　すくわく　プログラム活動報告書

活動のテーマ

テーマの設定理由

活動のための準備・環境設定

・園庭の砂
・砂場の玩具（容器、シャベル、など）
・シルキーサンド・白い砂を準備
・たらい
・キッチン、椅子
・新しい砂
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11月10日…トンネルがつながったことをみんなが喜びました。
12月22日…色々な容器を使って型抜きを楽しんだり、みんなでシャベルをもって砂を大きな容器に
　　　　　　　入れていました。
2月6日…夕方、園庭の砂・シルキーサンド・白砂を触って感触の違いを味わいました。
　　　　　　記すなを見て「おコメ見たい～」と言いながら触っていました。また、シルキーサンドでは
　　　　　「ピンクの砂？」と不思議そうにしながら触っていて、「ちょっと硬いよ」ト言いながら、丸めたり
　　　　　潰してみたりしていました。「見て～。雪だるま」と丸めたシルキーサンドを上下に乗せ見せて
　　　　　くれました。
2月10日…砂場の玩具の四角い容器に砂を入れて固めて、積んでいました。「三匹のこぶたの
　　　　　　　レンガのうちみたい」と積み上げていました。違う丸い容器をもっている子が、「丸でも
　　　　　　　できる？」と砂を入れ始め手伝う姿が見られました。
2月12日…今日は、みんなでそれぞれが作りたいものを作っていました。でも、いつの間にかみんなで
　　　　　　　協力し合って、大きないれものに砂を入れていました。
2月18日…園庭に砂場用のキッチンが届きました。
　　　　　　　「いらっしゃいませ～」「何がいいですか？」とお店屋さんごっこが始まりました。
　　　　　　　「ジュースとピリンはありますよ」「ゼリーはありません」「また、来て下さい」とお店の人
　　　　　　　顔負けです。
3月14日…シルキーサンドで遊びました。「混ぜてみたら～」と子どもが一ていたので、白・青・緑の３色を
　　　　　　混ぜてみると、「綺麗な色」と楽しんでいました。

味わうことができていた。
　シルキーサンドや白砂などの感触を楽しんでから、また、み
んなで作る楽しさを味わってから、砂の感触を嫌がっていた
子も砂遊びを行うようになり、園庭の砂で遊ぶ子も増えた。砂
遊びをするときは、たくさんの友だちに声をかけ、一緒にも遊
ぶようになった。しばらくして、砂場の砂が増えたり、砂場の側
にキッチンが届いてから、お店屋さんごっこへと発展し、お店
の人、お客さんなど自然と分担しながら遊びを楽しめるように
なって来ている。
　今後は、もっと子どもの意欲だけでなく、発想など大切にし
ながら、遊びが更に展開していくようにしていきたい。

　

とうきょう　すくわく　プログラム活動報告書

活動のテーマ 砂

テーマの設定理由 砂で遊ぶことの楽しさを知り、遊びを発展していく

活動スケジュール 活動の内容 活動のための準備・環境設定

11月10日　トンネル開通
12月22日　砂遊び
 2月　6日　砂の感触を味わう
 2月10日　レンガのお家？
 2月12日　砂遊び
3月14日　シルキーサンドを触って遊ぼう

・トンネルのリベンジ
・砂場の玩具（容器を使って）遊ぶ
・園庭の砂・シルキーサンド・白砂の感触を味わった。
・園庭の砂を四角い容器煮入れ固め積み上げた。
・園庭遊びの際、みんなで砂を集めたり、ケーキを作っ
た。

・園庭の砂場
・砂場の玩具（容器、シャベル、など）
・シルキーサンド・白い砂を準備
・たらい
・キッチン、椅子
・新しい砂

活動中の子どもの姿（声）・子ども同士や保育者との関わり 振り返り


